
名前 公認政党名 ⾃治体

守屋貴⼦

鈴⽊和宏

阿部俊昭

⼭下洋輔

森 岳

伊藤ちかこ

⽥村耕作

関 政幸

秋⼭陽

⻄原晴美

橋本幹彦

⼩池正昭

秋林たかし

横⼭秀明

⼊江あき⼦

坂下しげき

 (また推薦を受けて
いる政党名)

⽴憲⺠主党 市川市

公明党 市原市

公明党 柏市

⽴憲⺠主党 柏市

⾃由⺠主党 ⽊更津市

⽴憲⺠主党 ⽩井市

公明党 千葉市花⾒川区

⾃由⺠主党 千葉市緑区

⽴憲⺠主党 千葉市緑区

⽴憲⺠主党 東⾦市

成⽥市

⾃由⺠主党 成⽥市

公明党 松⼾市

公明党 ⼋千代市

⽴憲⺠主党 佐倉市・印旛郡

・酒々井町

無所属 市川市

国⺠⺠主党・⽴憲

主党

環境政
策

政策に脱炭
素明⾔

1. 1.5℃の約束
を守ります
か。

2. 千葉県は2030年に
2013年度⽐で温室効果
ガス削減⽬標は何％に
すべきとお考えです
か？

3. 新築住宅への太陽光発電
設備設置の義務化(標準化)
に賛成ですか？

4. 建築物の断熱につい
て、国よりも⾼い基準
を設定すべきとお考え
ですか？

5. 運輸部⾨のCO2削減のため、
EV⾃動⾞普及への施策に⼒を
⼊れたいですか？

6. 市⺠や若者と気候に
関して対話の機会をつ
くりますか？

7. あなたが当選したら⼀番⼒を⼊れたい温暖
化対策は何ですか？

有 ー はい 50% はい はい はい はい 公共交通の活⽤、緑化対策

ー ー はい 40% 義務化賛否は対象建築物に
よります。公共建築物や商
業施設、集合住宅等に関し
ては義務化は賛成です。

はい はい はい 次世代⾃動⾞等の普及促進

ー ー はい 51~55% はい いいえ はい はい 〇再⽣可能エネルギー（千葉県は洋上⾵⼒発
電を成功させる）
〇アンモニアのみを燃料とした発電技術の実
現に向けての実証実験。

有 ー はい 51~55% いいえ はい いいえ はい 再⽣可能エネルギーの市⺠発電所を設置する
など、地域に分散して住⺠が地域エネルギー
産業を興し、電⼒を⾃給する。公共交通を充
実させ、マイカーを減らし、温暖化対策とと
もに、免許返納後の⾃由な移動を補償する。
エネルギーだけでなく、公共交通、上下⽔
道、通信、ゴミ事業などを担うドイツの⾃治
体公社「シュタットベルケ（Stadtwerke）」
をイメージしています。

有 有 はい 46％ はい まずは同等の基準でい
いと思います。

はい 社会全体の機運を盛り
上げたいと思います。

京葉臨海コンビナートのカーボンニュートラ
ルに向けた取り組み⽀援

有 ー はい 56~60% はい はい 運輸部⾨のCO２削減は重要
で、EV⾃動⾞のCO2削減効果
に期待していますが、発電にお
けるCO2排出を含むライフサイ
クルの評価をした上で判断した
いと考えています。

はい ソーラーシェアリングなどの再⽣可能エネル
ギー推進と、省エネの政策に取り組みたいと
考えています。

ー ー はい 40% いいえ いいえ はい はい マイカー通勤の抑制

有 ー はい 50% いいえ はい はい はい 蓄電技術向上と再⽣可能エネルギーの導⼊促
進

有 ー はい 50% パネルの廃棄について考え
ていかなければいけないと
考えています。

はい はい はい 省エネ対策

ー ー はい 56~60% はい はい はい はい 温室ガス削減⽬標の確実な実施点検

有 ー はい 50% はい はい はい はい エネルギー転換のための技術開発の促進

有 有 はい 50% はい はい はい はい 成⽥空港及びその関連からのCo2排出削減
ー ー はい 50% いいえ いいえ はい はい ⾵⼒発電など、再⽣可能エレルギーの導⼊促

進

ー ー はい 40% 設置の推進には賛成ながら
も、コスト⾯や、撤去や廃
棄といった課題解決⼿段の
構築があった上で義務化が
図られるべき。

いいえ はい はい ⽇本の温室効果ガス排出量の約6割が家計関
連の消費に起因しているので、脱炭素型のラ
イフスタイルへの転換に資する⽀援。

有 有 はい 61％以上 はい はい はい はい 公共施設のZEB化、省CO2改修の加速化

ー ー はい 50% 補助制度などを整理し、初
期費⽤を0円にすることな
ど、検討する必要がある。

まずは、国の基準をク
リアすることが重要と
考えます。

はい はい ライフスタイルイノベーション


